
12令和7年（2025）8月　　くまがや市議会だより　第80号スポーツ熱中宣言都市・くまがや

　環
境
産
業 

常
任
委
員
会

委員長
　田中　純一
副委員長
　小林　拓朗
委員
　大久保照夫
　須永　宣延
　腰塚菜穂子
　白根　佳典
　江田　大助

熊
谷
市
土
砂
等
の
た
い
積
の
規
制
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
「
盛
土
規
制
法
」
の
改
正
に
よ
り
、

土
砂
堆
積
等
の
工
事
に
係
る
許
可
制
度
等

が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
重
複
す
る

こ
と
と
な
っ
た
土
砂
の
堆
積
規
制
に
係
る

規
定
を
削
除
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
そ
の

規
制
が
か
か
っ
て
い
た
部
分
が
緩
ん
で
し

ま
う
懸
念
が
な
い
の
か
伺
い
た
い
。

　

条
例
で
規
制
さ
れ
て
い
た
部
分
に
つ
い

て
は
、
ほ
ぼ
全
て
法
律
に
移
行
さ
れ
る
の
で

規
制
の
漏
れ
が
出
る
こ
と
は
な
く
、
罰
則

も
強
化
さ
れ
る
の
で
、
よ
り
抑
止
効
果
が

強
く
な
る
も
の
と
考
え
る
。

（
環
境
推
進
課
）

熊
谷
市
家
庭
系
ご
み
削
減
目
標
の
見
直
し
と

ご
み
排
出
量
削
減
に
向
け
た
市
民
・
事
業
者
・

行
政
の
協
働
推
進
に
関
す
る
請
願
に
つ
い
て

【
質
疑
】

　
紹
介
議
員
に
課
題
の
認
識
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　

将
来
世
代
が
気
候
変
動
に
よ
る
多
く

の
弊
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。
熊

谷
市
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
し
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
日
本
一
暑
い
ま
ち
で
あ

る
か
ら
こ
そ
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
は

率
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
自
治
体
で
あ
り
、

そ
れ
を
実
現
し
て
い
く
一
つ
の
方
法
と
し

て
、
ご
み
の
削
減
が
あ
る
。

（
紹
介
議
員
）

　

気
候
変
動
等
へ
の
対
策
と
し
て
、
ご

み
の
減
量
は
必
要
な
こ
と
だ
と
思
う
が
、

既
存
の
審
議
会
等
に
お
い
て
、
そ
の
辺
り

の
課
題
の
共
有
や
ご
み
を
削
減
す
る
た
め

の
本
質
的
な
実
効
性
あ
る
議
論
は
な
さ
れ

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

市
で
は
、
熊
谷
市
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
こ
れ
を
熊

谷
市
環
境
審
議
会
に
諮
問
し
答
申
を
頂
い

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
雑
が
み
を
は
じ
め
と

し
た
資
源
化
可
能
な
廃
棄
物
の
分
別
に
つ

い
て
周
知
を
徹
底
さ
れ
た
い
と
い
う
意
見
を

頂
い
て
い
る
。

（
環
境
推
進
課
）

【
意
見
】

　

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
た
が
、
こ
の
請

願
趣
旨
に
関
し
て
は
非
常
に
大
切
な
課
題

で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
内
容
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
請
願
事
項
に
つ

い
て
、賛
成
討
論
、反
対
討
論
が
あ
る
中
で
、

ど
ち
ら
と
も
と
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
趣

旨
採
択
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

国に意見書を提出しました
安全・安心な医療・介護の実現のための人材確保と

処遇改善を求める意見書
　我が国の医療及び介護の現場は、医師や看護師等の医療従事者、介護職員の長時間労働などにより支えられてきた面
がある。
　また、医療及び介護に対するニーズの変化や高度化に加え、少子高齢化に伴う担い手の不足が大きな課題となっている。
　さらに、瞬く間に全世界に拡大した新型コロナウイルス感染症では、保健所、医療機関、介護施設等の平時の職員体
制では、対応ができないことが明らかになった。
　国では、医師の働き方改革、看護師の人材確保、さらには、介護職員の処遇改善への支援など、様々な施策を講じてい
るが、人手不足を補うだけの労働力の確保や処遇改善などには、いまだ不十分な状況にある。
　国においては、これらの取組をさらに強力に推進するとともに、今後の医療及び介護サービスの提供体制を再構築するため、
さらなる労働環境の整備や処遇改善を図るとともに、新興感染症の発生・蔓延などの健康危機に備えるために、保健所の
強化はもとより、地域医療の中核を担う病院等医療機関などの連携や機能強化をより一層充実させることが重要である。
　以上の趣旨から、国においては、下記の事項を実施するよう要望する。

記

１　安全・安心な医療及び介護を実現するため、医療従事者及び介護職員の人材不足解消へのさらなる支援を講じること。
２　医療従事者及び介護職員の労働環境や処遇改善への支援を行うこと。
３　新興感染症に対応できる体制整備のため、保健所、医療機関、介護施設等への支援を強化すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　令和７年６月２５日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊谷市議会
衆議院議長 様、参議院議長 様、 内閣総理大臣 様、財務大臣 様 、厚生労働大臣 様
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総
務
文
教 

常
任
委
員
会

委員長
　大山美智子
副委員長
　池井　光吉
委員
　黒澤三千夫
　小島　正泰
　影山　琢也
　沼上　政幸
　小林　國章

熊
谷
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

特
定
親
族
特
別
控
除
の
新
設
に
よ
り

対
象
と
な
る
世
帯
数
お
よ
び
税
収
の
見
込

額
、
た
ば
こ
税
の
課
税
強
化
に
よ
る
増
収

分
の
見
込
額
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

世
帯
数
は
約
２
７
０
世
帯
、
約
７
９
０

万
円
の
税
収
減
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、

ま
た
、
た
ば
こ
税
の
課
税
強
化
に
よ
り
約

１
５
２
０
万
円
の
税
収
増
が
見
込
ま
れ
る
。

（
市
民
税
課
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
熊
谷
市
立
熊
谷
東
小
学
校
教
室
棟
改

修
建
築
工
事
）

　

工
事
内
容
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

の
整
備
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

今
回
の
工
事
は
、
建
物
の
延
命
を
目

的
と
し
た
長
寿
命
化
工
事
で
あ
り
、
躯
体

の
劣
化
対
策
と
し
て
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
中
性
化

対
策
、
鉄
筋
の
腐
食
対

策
等
を
行
う
が
、
新
た

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
を
整
備
す
る
工
事
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
熊
谷
市
立
荒
川
中
学
校
教
室
棟
改
修

建
築
工
事
）

　

工
事
概
要
に
「
そ
の
他
」
と
の
記
載

が
あ
る
が
、そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

屋
上
の
防
水
改
修
工
事
、
外
壁
の
中

性
化
を
抑
制
し
再
塗
装
す
る
工
事
、
既
存

仕
上
げ
材
の
撤
去
処
分
を
行
う
取
り
壊
し

工
事
、
棚
や
黒
板
な
ど
を
設
置
す
る
仕
上

げ
ユ
ニ
ッ
ト
工
事
、
建
材
に
使
用
さ
れ
て
い

る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
を
行
う
環
境
配
慮

工
事
等
で
あ
る
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
熊
谷
市
立
佐
谷
田
小
学
校
教
室
棟
改

修
建
築
工
事
（
１
期
））

　

何
期
に
わ
た
る
工
事
と
な
る
の
か
。

ま
た
、
工
期
を
分
け
る
理
由
を
伺
い
た
い
。

　

佐
谷
田
小
学
校
は
１
棟
建
て
の
校
舎

で
あ
り
、
各
階
の
引
越
し
等
が
複
雑
な
工

事
に
な
る
た
め
、
今
年
度
と
来
年
度
の
２

期
に
分
け
て
工
事
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

（
教
育
総
務
課
）

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
災
害
対
応
特
殊
救
急
自
動
車
）

　

今
回
、
老
朽
化
に
よ
る
更
新
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
計
画
的
に
更
新
を
行
っ

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

救
急
自
動
車
は
熊
谷
市
消
防
本
部
車

両
更
新
計
画
に
基
づ
き
、
８
年
の
経
過
ま

た
は
15
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
走
行
を
目
安

に
更
新
を
図
っ
て
い
る
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
高
度
救
命
処
置
用
資
機
材
等
）

　

高
度
救
命
処
置
用
資
機
材
等
に
は
、

ど
う
い
っ
た
も
の
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

血
中
酸
素
飽
和
度
や
心
電
図
の
測
定

器
具
、
除
細
動
器
、
気
道
確
保
資
機
材
、

輸
液
用
資
機
材
な
ど
を
含
み
、自
動
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
機
や
人
工
呼
吸
器
な
ど
の
大
が
か
り

な
も
の
か
ら
、
は
さ
み
や
検
眼
ラ
イ
ト
の
よ

う
な
小
物
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
備
え
て

い
る
。

（
警
防
課
）

令
和
７
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
教
育
費
）に
つ
い
て

　
　

小
学
校
お
よ
び
中
学
校
体
育
館
空
調

設
備
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
災
害
時
に
電

力
供
給
が
途
絶
え
る
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
か
伺
い
た
い
。

　

空
調
へ
の
電
力
供
給
が
途
絶
え
る
こ

と
も
想
定
し
、
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
方
式

の
学
校
に
つ
い
て
は
停
電
時
自
立
型
電
源
を

備
え
た
シ
ス
テ
ム
を
、
電
気
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
方
式
の
学
校
に
つ
い
て
は
停
電
時
に
も
電

源
を
確
保
で
き
る
よ
う
仮
設
発
電
機
の
接

続
盤
を
設
置
す
る
な
ど
非
常
時
に
備
え
た

環
境
を
整
備
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

同
事
業
に
つ
い
て
、
学
校
施
設
開
放

事
業
で
体
育
館
を
使
用
す
る
際
の
空
調
の

利
用
方
法
に
関
し
て
詳
細
は
決
ま
っ
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

　

運
用
方
法
に
つ
い
て
は
学
校
と
調
整

を
行
い
、
設
置
後
の
検
証
等
も
踏
ま
え
て

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

（
教
育
総
務
課
）

　

部
活
動
地
域
連
携
事
業
に
つ
い
て
、

当
初
予
算
で
計
上
さ
れ
て
い
る
講
師
等
謝

金
と
、
今
回
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

る
部
活
動
地
域
連
携
に
向
け
た
実
証
事
業

の
予
算
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
取
り
組
み
に

対
す
る
も
の
な
の
か
伺
い
た
い
。

　

当
初
予
算
で
計
上
し
た
講
師
等
謝
金

は
従
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
部
活
動
外
部
指

導
者
へ
の
謝
金
で
あ
り
、
今
回
の
補
正
予
算

に
計
上
し
て
い
る
も
の
は
、
県
か
ら
委
託
を

受
け
た
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す

る
実
証
事
業
の
指
導
者
へ
の
謝
金
で
あ
る
。

（
学
校
教
育
課
）
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市
民
福
祉 

常
任
委
員
会

委員長
　臼杵　　健
副委員長
　田中　　正
委員
　福田　勝美
　三浦　和一
　桜井くるみ
　権田　清志
　千葉　義浩
　出井　哲司

熊
谷
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
に

つ
い
て

　

本
事
業
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
が
進
め

て
い
る
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
こ
と

だ
と
思
う
が
、
目
的
を
伺
い
た
い
。

　

全
て
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
支
援

の
強
化
を
目
的
に
、
家
庭
と
は
異
な
る
経

験
を
通
じ
て
、
子
供
の
良
好
な
生
育
環
境

を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

子
供
を
預
け
た
い
場
合
に
は
、
市
を

通
し
て
依
頼
す
る
の
か
、
保
育
園
に
直
接

依
頼
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

市
に
利
用
者
と
し
て
の
登
録
を
し
た

後
に
、
利
用
希
望
者
は
国
が
構
築
し
た
シ

ス
テ
ム
を
用
い
て
、
直
接
保
育
園
に
予
約

を
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
保
育
課
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
変
更

に
つ
い
て
（
熊
谷
市
子
育
て
支
援
・
保
健

拠
点
施
設
整
備
事
業
建
設
工
事
）

　

工
事
中
に
発
見
さ
れ
た
地
下
埋
設
物

の
撤
去
等
に
よ
り
、
工
事
の
遅
れ
が
発
生

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
工
事
期
間

の
変
更
を
し
な
く
て
よ
い
の
か
。
ま
た
、

オ
ー
プ
ン
に
は
間
に
合
う
の
か
伺
い
た
い
。

　

工
事
期
間
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
工

期
末
で
あ
る
令
和
７
年
12
月
末
を
２
カ
月

延
長
し
、
令
和
８
年
２
月
末
と
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
お
り
、
工
期
延
長
す
る
た
め

に
は
、
共
通
仮
設
費
や
現
場
管
理
費
等
が

増
額
と
な
る
た
め
費
用
の
算
出
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
施
設
の
開
業

時
期
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
余
裕
を
持
っ
て

準
備
期
間
を
３
カ
月
と
し
て
い
た
が
、
こ

れ
を
１
カ
月
に
圧
縮
す
る
こ
と
で
、
予
定

ど
お
り
令
和
８
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
を
見

込
ん
で
い
る
。

（
こ
ど
も
課
）

令
和
７
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
民
生
費・衛
生
費
）に
つ
い
て

　

低
所
得
者
等
追
加
支
援
給
付
金
給
付

事
業
に
つ
い
て
は
、
住
民
税
や
所
得
税
か

ら
の
定
額
減
税
を
最
大
限
受
け
ら
れ
な
い

方
へ
の
調
整
給
付
と
い
う
こ
と
だ
が
、
給

付
額
の
６
億
５
７
０
０
万
円
は
、
何
人
分

な
の
か
伺
い
た
い
。

　

給
付
対
象
と
し
て
２
万
２
７
０
０
人

を
想
定
し
て
い
る
。

（
福
祉
総
務
課
）

　

児
童
育
成
支
援
拠
点
事
業
に
つ
い

て
、
委
託
先
の
選
定
基
準
を
伺
い
た
い
。

　

国
の
定
め
る
実
施
要
綱
等
に
お
い
て
、

社
会
福
祉
士
、
保
育
士
、
精
神
保
健
福
祉

士
等
、
有
資
格
者
の
職
員
配
置
や
施
設
設

備
に
関
す
る
要
件
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
し
、
児
童
福
祉
に

関
す
る
本
市
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る
事

業
者
を
委
託
先
と
し
て
選
定
す
る
予
定
で

あ
る
。

（
こ
ど
も
課
）

国
に
対
し
、「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の

実
現
の
た
め
人
材
確
保
と
処
遇
改
善
を
求

め
る
意
見
書
」の
提
出
を
求
め
る
請
願
に

つ
い
て

【
賛
成
討
論
】

　

医
療
や
介
護
、
保
育
も
含
め
た
ケ
ア
労

働
者
の
生
活
を
き
ち
ん
と
成
り
立
た
せ
る

た
め
の
施
策
が
や
は
り
必
要
だ
と
思
う
。

配
置
人
数
が
本
当
に
少
な
く
て
、
い
つ
も

ぎ
り
ぎ
り
で
職
場
を
回
し
て
い
る
実
態
が

こ
れ
ら
の
職
場
で
は
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
の
中
で
、
誰
が

支
え
て
き
た
か
と
い
え
ば
、
病
院
で
働
く

人
、
学
童
保
育
や
保
育
所
、
障
害
者
の
施

設
な
ど
、
テ
レ
ワ
ー
ク
等
が
で
き
な
い
職
場

の
人
た
ち
が
頑
張
っ
て
支
え
て
き
た
と
私
は

思
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
給
料
が
安
く
て

生
活
が
で
き
な
い
と
か
、
子
育
て
が
で
き
な

い
な
ど
の
理
由
で
辞
め
て
い
く
よ
う
な
実
態

を
ぜ
ひ
な
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

【
意
見
】

　

こ
の
た
び
の
請
願
に
関
し
て
、
安
全
・

安
心
な
医
療
・
介
護
の
実
現
の
た
め
の
人

材
確
保
と
処
遇
改
善
を
求
め
る
と
い
う
趣

旨
と
し
て
採
択
を
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。

そ
し
て
、
国
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
一
つ
目
と
し
て
、
安
全
・

安
心
な
医
療
及
び
介
護
を
実
現
す
る
た
め
、

医
療
従
事
者
及
び
介
護
職
員
の
配
置
基
準

を
見
直
す
と
と
も
に
、
人
材
不
足
へ
の
さ

ら
な
る
支
援
を
講
じ
る
と
い
う
趣
旨
。
二

つ
目
と
し
て
、
医
療
従
事
者
及
び
介
護
職

員
の
労
働
環
境
や
処
遇
改
善
へ
の
財
政
支

援
を
行
う
と
い
う
趣
旨
。
三
つ
目
と
し
て
、

新
興
感
染
症
に
対

応
で
き
る
体
制
整
備

の
た
め
、
保
健
所
、

医
療
機
関
、
介
護

施
設
等
へ
の
支
援
を

強
化
す
る
と
い
う
趣

旨
と
し
て
、
提
案
し

た
ら
ど
う
か
。
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常
任
委
員
会

委員長
　石川　広己
副委員長
　林　　幸子
委員
　富岡　信吾
　山下　一男
　新島　一英
　中島　千尋
　川田　勝巳

令
和
７
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
土
木
費
）に
つ
い
て

　

み
ど
り
の
基
金
積
立
事
業
に
つ
い
て
、

昨
年
度
の
事
業
実
績
と
今
年
度
の
事
業
計

画
を
伺
い
た
い
。

　

令
和
５
年
度
に
、
熊
谷
桜
堤
診
断
事

業
に
活
用
し
て
い
る
が
、
令
和
６
年
度
と

令
和
７
年
度
は
活
用
し
て
い
な
い
。

　

熊
谷
桜
堤
診
断
事
業
で
利
用
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ

ミ
キ
リ
の
駆
除
に
関
し
て
、
こ
の
基
金
を

利
用
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

現
在
、
被
害
に
あ
っ
て
枯
れ
た
木
を

伐
採
し
て
植
え
替
え
る
作
業
を
、
年
間
12

本
か
ら
13
本
程
度
、計
画
的
に
行
っ
て
い
る
。

桜
に
限
ら
ず
老
朽
化
し
た
木
が
市
内
全
域

で
発
生
し
て
い
る
の
で
、
今
後
、
基
金
が
活

用
で
き
る
か
、
現
状
を
把
握
し
て
い
る
最

中
で
あ
る
。

（
公
園
緑
地
課
）

令
和
７
年
度
熊
谷
市
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　

大
規
模
下
水
道
管
路
特
別
重
点
調
査

事
業
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
調
査
を

行
う
の
か
。
ま
た
、
外
部
委
託
を
す
る
の

か
伺
い
た
い
。

　

調
査
の
方
法
は
、
全
体
的
な
巡
視
と

し
て
、
沈
下
、
亀
裂
ま
た
は
陥
没
等
の
マ

ン
ホ
ー
ル
周
辺
の
地
表
面
の
状
況
確
認
を

行
う
ほ
か
、
管
路
の
施
設
調
査
と
し
て
、

管
の
中
に
入
り
潜
行
し
、
直
接
目
視
で
確

認
し
て
劣
化
や
破
損
の
状
況
確
認
を
行
っ
て

い
く
。
ま
た
、
こ
の
調
査
に
関
し
て
は
、
外

部
に
委
託
し
て
実
施
す
る
。

　

調
査
の
時
間
帯
な
ど
の
住
民
へ
の
影

響
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

下
水
道
排
水
量
は
、
朝
や
夕
方
以
降

の
時
間
帯
が
多
い
傾
向
で
あ
る
こ
と
か
ら

日
中
の
調
査
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

調
査
す
る
際
は
、
降
雨
が
予
想
さ
れ
な
い

日
中
で
、
平
戸
中
継
ポ
ン
プ
場
の
運
転
操

作
を
し
て
通
常
よ
り
も
水
位
を
下
げ
た
上

で
実
施
す
る
た
め
、
下
水
道
利
用
者
へ
の

影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

（
下
水
道
課
）

非核平和宣言都市・くまがや

Pick up

永年勤続議員表彰

　全国市議会議長会
および埼玉県市議会
議長会から次の議員
が永年の功績をたたえ
られ、表彰されました。

福田　勝美 議員（2 人目）

桜井くるみ 議員（3 人目）

小鮒　賢二 議員（１人目） ・ 石川　広己 議員（４人目）

権田　清志 議員 ・ 小島　正泰 議員 ・ 腰塚菜穂子 議員
千葉　義浩 議員 ・ 影山　琢也 議員

トピック
ス

２０年表彰 10年表彰
前列左から 前列左から

後列左から


